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イエス復活（ルカ24:1-7）
イエス様が復活なさったことに対して、それは弟子たちが死体を盗んだのだと言いふらす側がいました。それでも、あちこちでイエス様を見たという噂が立っていたので、それは幻を見たのではないかと、どうしてもイエス様の復活を認めたくない思いの人たちがいました。それでも噂が止まらないので、最終的には、私たちが完全に殺していないのではないか、十字架の上で気絶してしまったのではないかとしてまで、死んだ人の中からイエス様がよみがえったということを否定しようとしていました。しかし、イエス様は、間違いなく３日目によみがえられました。ですから、礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、イエス様がよみがえられたのは本当なのかどうかという質問のレベルは、もう終わりにしましょう。よみがえられて復活なさったので、それがどういう意味を持つのか、そこにはどのようなメッセージが込められているのか、そのような見方、姿勢でなければいけません。それでもし、皆さんがイエス様の復活にあるメッセージさえしっかりと握って、自分のものにすることができれば、必ず勝利のクリスチャンになります。世の中、何かと物騒ではないかという人が多いですが、イエスの復活のメッセージを握っているものは、必ず勝利します。どんな弱さを抱えていても、人間的にどんなに条件が不利であっても必ず勝利します。

ですから、これからはいつもこのような質問に立ってください。イエス様は復活なさった。それはどういう意味なのだろう。今日、洗礼、また聖餐式などがありましたので、時間がだいぶ経っています。本当はとても大事な内容ですが、それを凝縮して短く申し上げますので、その核心ポイントをしっかりと握って、今週１週間もみことばとともに勝利をすることを祈りたいと思います。

イエス様が復活なさったというのは、まず第１に、それはイエス様こそキリストであるという動かぬ証拠という意味です。イエスは本当にキリストだったという動かぬ証拠です。神様が私たち人間を作られたときに、本来の人間は神のかたちに作られて、増えよ、生めよ、地を満たせよと祝福されて宇宙の一番最高の存在だったのです。しかし、ご存知のように、人が取り返しのつかない罪を犯すことによって、しかも悪魔、サタンに聞き従う罪を犯した結果、そのすべてが壊れて、そのすべての祝福を失うことになりました。そして、それは悪魔のしわざなので取り返しがつかない、つまり、解決不可能なのです。そのときから、誰一人例外なくすべてのひとは罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができなくなり、つまり、ひとりひとりが滅びるしかない運命の力に捕らわれて生きるようになってしまいました。それが実情です。そのような状態で生まれるようになります。赤ちゃんが生まれたときから、実はその魂は、罪過と罪によって死んでいる状態、魂は全く破壊されている状態で生まれるようになります。性格がどうであれ、その人の頭の良さ悪さに関係なく、生まれたときから魂が死んでいる状態、魂の状態が滅びるしかない状態で生まれるようになります。そこから精神的な問題、肉体的な病、家庭の崩壊、人間関係の問題、社会の様々な問題、地球上の様々な災い、災害のすべての不幸が、そこから生じるようになったということを覚えていただきたいと思います。

ですから、今私たちが目の前に患っている問題が問題ではありません。それは根深いもので、絶対、解決不可能な問題です。精神的に悩んでいる方々、家庭に様々な問題を抱えている方々は、生まれたときの魂の状態がそうならざるをえない状態だったがゆえにそうなったということを忘れてはいけません。ですから、問題を解決することが問題ではなく、根本的に魂の状態を変えないといけません。しかし、人間の力では不可能です。皆が罪人なのでこのまま滅びる人生を歩むしかありません。しかし、神様はそのような人々を愛してそのまま放って置かないで、この罪を解決し滅びる運命から、地獄の滅びから私たちを助け出すことを約束されました。それが神様の愛です。神は、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためであります。そのために神様が何を約束されたのかというと、キリストを送ることにしたのです。どこにも希望がありません。どうしてもだめなのです。何がどう変わろうが、根本的には何も変わることがありません。そこで唯一、神様が約束されました。キリストを送って、そのキリストをとおして、あなたがたは助かります。つまり、キリストという言葉は、真っ暗な中で唯一の希望、また絶対的な希望、人生の唯一の答えになります。そうでなければ人々は、発展を遂げているにもかかわらず、迷いは終わりがありません。経済的に豊かになって、技術が進歩したとしても人生のさまよい、迷い、困難、真っ暗な状態は改善しません。唯一、神様が約束されました。キリストを送ると。つまり、人類は、ひとりひとりの人生は、この神様の約束、キリストにのみ希望があり、キリストに唯一の希望を求めるようになったし、またそのキリストによって人生の答えが得られるようになったわけです。キリストしかありません。それが神様の愛です。どんな悩み、問題を抱えているのでしょうか。キリストが希望です。他には道がないので、そのために神様がキリストを送ってくださいました。キリストという言葉だけが、人類の唯一の希望です。世の中にはすばらしい宗教もあります。また献身的なボランティアをやっている方々も多くいます。しかし、それはひとりひとりの人生、地球の希望にはなりません。唯一、キリストだけです。キリストだけが、悪魔のしわざを打ち壊して、滅びる運命の力を打ち破って、神様と出会う唯一の道となるからです。キリストという言葉を心に刻んでください。
そのキリストが世に来られました。イエス様が十字架にかけられ、３日目によみがえられたというのは、そのイエス様こそが神様が約束された唯一の希望であるキリスト、その方だったという動かぬ証拠です。ですから、イエスが復活なさった、その復活の前で私たちは、このように告白するようになります。なるほど。イエスはキリストなのだね。つまり、もうこれ以上、人生の迷いはいらない。これ以上、不幸な人生を歩む理由はない。もうこれ以上、人生の暗いトンネルなどは終わりにしよう。これ以上、人生の絶望というものはないのではないか。希望が現れたので。イエスがキリストであれば。暗やみ、絶望の中に希望の光が現れたということです。イエスの復活というものは、イエスこそがキリストだったという動かぬ証拠なので、その前でさまよいの人生に終止符を打つようになるということです。それがイエスの復活の意味です。なんと喜ばしいお知らせなのでしょうか。それでイエスがキリストなので、それからはどんな問題、どこの民族、どんな時代であろうが、一切関係なく、一つのことしかありません。誰でもキリストであるこのイエスを信じる者は救われるのです。それ以外のメッセージはありません。誰でもイエスを信じる者は救われます。なぜでしょうか。イエスはキリストだからです。どうしてわかりますか。決定的な証拠は、イエスが復活なさいました。何が悪い良い、どこが良いか悪いか一切問題になりません。誰でもイエスを信じる者は救われる。このひとつのメッセージに地球と歴史、人類のすべてが集約されます。それがイエスが復活なさったというメッセージなのです。これ以上迷ったり混乱したり躊躇したりしないようにしてください。道は開かれました。希望の光が現れました。「でも」という言葉は全部消してください。希望の光が現れました。イエスはキリストなのです。イエス様が本当に復活なさったのであれば、私たちは迷わずにイエスはキリストですと告白しましょう。そこに希望があります。人生の迷いはもう終わりです。どんなに大きな罪を犯した人間でも構いません。今日、あなたは私とともにパラダイスにいます。なぜでしょうか。そのイエスがキリストだからです。この信仰告白に釘を刺さなければなりません。だから、復活なさったイエス様はキリストなので、全ての人に向かっておっしゃっています。すべて疲れて、重荷を負っている者は、私のところに来なさい。もうそこにいないでこちらに来なさい。偶像崇拝にだまされないで来なさい。人に対する憎しみを持って、心を痛めつつ苦労しないでこちらに来なさい。過去の亡霊に捕らわれて、ずっと悩んでいるその人生からこちらに来なさい。イエスはキリストです。暗いトンネルの中を通っているあなたがたは、こちらに来なさい。もうそこで迷って苦労する理由はありません。イエスはキリストです。すべて疲れて、重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。
今日、私たちはイエスの復活を覚えて感謝礼拝をささげています。もちろん、２４時間３６５日、復活感謝でないといけません。でも、私たちは忘れっぽいのでこのように日にちを決めて、改めてそれを強調したりしています。ですから、イエスの復活の前でご一緒に告白したいと思います。普通に意味もないまま「イエスはキリストです」と言うのではありません。イエスは復活なさいました。これはもう動かぬ証拠です。イエスはキリストです。一緒に告白してみましょう。「イエスはキリストです」。すべての疑問、迷い、絶望、落胆は終わりです。それがイエスはキリストですというメッセージです。イエスの復活によって、それに動かない釘を刺すことになりました。

もう一つは、このイエスの復活は、キリストであるイエス様を信じて受け入れた人、つまり、私たちクリスチャンのことを完全に新しく創造され、復活の人だという喜びの知らせなのです。イエスの復活はどういう意味、メッセージなのかというと、そのイエスを信じている者は、単にクリスチャンになった、教会の会員になったということではなく、以前の存在が消え去り、全く新しいものに作り変えられたのだということです。それが復活です。復活は、まず１回死ななければなりません。イエスの復活によって、そのイエスがキリストであるがゆえに、皆さんがどんな経緯で、どのようなきっかけでイエス様を信じて受け入れたのか分かりませんが、イエス・キリストを受け入れたひとりひとりは誰であれ、古いものは過ぎ去り、以前のものはもう死んで新しく創造されて復活したと言う喜びの知らせです。そのことをぜひ確認してください。聖書には、ガラテヤ２:20に、イエス・キリストと十字架にともにつけられてもう死んだのだと書いてあります。Ⅱコリント５:17には、古いものは過ぎ去り、すべてが新しく作り変えられたとあります。それは創造の時に使う言葉です。皆さんが復活の実であるということを忘れないでください。イエスの復活を通して、イエスを信じる自分も復活の実なのです。もちろん、主が再臨なさる時には、この体も何も影響を受けない体に変えられる完璧な復活になるのでしょうが、イエスを受け入れた瞬間、復活するのです。復活の実になります。古いものは過ぎ去り新しくなります。ただ古い肉体、考え方が、まだまだ残っているから、そうでないかのように勘違いするだけであって、聖書には、古いものは過ぎ去り、十字架とともにつけられて、全く新しく創造されたと宣言されています。イエスの復活をとおして、その喜びの知らせを皆さんのものにしてください。そうなりました。理由は一つだけです。私たちが受け入れましたイエス様がキリストだからです。皆さんはそう思いたくなくても、仕方がなくイエス様がキリストなので皆さんは復活の実なのです。イエス様を信じる前の皆さんは、実は存在しません。どんな人だったでしょうか。エペソ1:3には、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた。その人は死んで、ローマ5:2にあるように、神との平和を持って、神の栄光を大いに望んで喜ぶ者につくり変えられるのです。イエス様を信じるまではどんな人間であれ、神の御怒りを受けるべき子らとして生まれます。その人はイエスを信じたその瞬間、十字架でともに死にました。心配しないように。あまり放り出さないように。もう死んでしまったので、そのお墓の中に戻って思い出に浸って、その古い人間と付き合っていざこざなどしないように。もう死にました。サタンは死んで消えてしまったのに、それをよみがえらせて私たちをだましているだけなのです。イエスは復活なさいました。復活と言う言葉は、まず一度死ななければなりません。皆さんの古いものは、一度死にました。ぜひ信じてください。どんな人間だったのでしょうか。ヨハネ8:44には、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものであるとあります。認めたくないでしょうし、嫌でしょうけれども、悪魔の子だったのです。その人生は終わり、その人間は死んで、ローマ8:15を見ると、神様を「アバ。父」と呼ぶ神の子どもに変わりました。いつでしょうか。イエス様を信じたその瞬間です。皆さんの性格も人格も変わっていなくてもです。理由は、イエスがキリストだから、仕方がなく変わります。皆さんが嫌でも変わります。今からわいろを使って、そこから抜け出そうとしても不可能です。だから、仕方がなく神の子どものままでいましょう。昔に戻ることはできません。死んでしまいました。皆さんが復活の実であることを覚えてください。
今も弱さがそのままあるでしょう。ときには失敗するときもあるでしょう。それが昔の滅びるべき人間だったのであれば問題でしょうが、それは問題になりません。そういったものが問題になる人間がもう死にました。今はその失敗でさえ益となる存在につくり変えられているのです。それが復活です。昔の皆さんのことはできるだけ忘れてください。できるだけ皆さんの記憶、考えの中で消してください。それを本当は祈りと言います。実は、私たちは悪魔の奴隷でした。しかし、イエス様を信じて受け入れた瞬間、どのように復活したのかというと、マルコ3:13にあるように、その悪霊を追い出す権威を持つものとしてつくり変えられるわけです。奴隷、とんでもありません。だまされないようにしましょう。ヘブル9:27には、死んだ後、裁かれるしかない、裁かれて地獄に行くしかない者でした。その人は、イエス様を受け入れた瞬間、十字架とともに死んで、もう消えてなくなり、ピリピ3:20にあるように、天の御国の国籍を持っている者につくり変えられるわけです。それは名前だけの、名札だけの慰めとかではありません。本当に存在が変わることです。病気が治るとか人の性格が変わるとかは小さな結果であって、救われるというのは古いものは死んで存在そのものが新しくつくり変えられることを救いというのです。そのためにイエス様は十字架で血を流されました。多くの人が、救いのことを誤解しています。
今日も声のトーンが少し高くなっているのは、二つの理由があります。時間が短いということと、今日もこの素晴らしい復活のメッセージをあまり信じる顔でないからです。皆さんに求められるのは、一つしかありません。信じなさい。「でも、私は昨日もこんな過ちを犯して、まだこんな悪い習慣も残っていて」。信じなさい。それをどうのこうのと神様はおっしゃりません。だから、イエス・キリストはあなたのために十字架で死んでよみがえられたのです。あなたはそのイエスを信じたのであれば、それがあるにもかかわらず、それによって滅びる人間は死んだのです。それはこれからキリストを体験する材料であり、同じ悩みを抱えている多くの人を理解しそういう人々を助けるための材料になるだけのものなのです。心配しないでください。イエスの復活です。イエス様の復活はありえないことでしょう。イエス様にしかできません。それを馬鹿にしないでください。ローマ8:2を見ると、実は、イエス様を信じるまではお金があるかないか、知識があるかないか関係なく、死と罪の原理に捕らわれていたものなのです。イエス様を受け入れた瞬間、その人間が死んでいのちと御霊の原理によって生きるものが新しく生まれるようになります。だから、イエス様を信じることを教会に通うことだとは、聖書は言っていません。神から新しく生まれたのだと宣言しています。皆さんは、新しい存在です。顔もそのまま、しわもそのまま、性格もそのままで、逆に昔よりもっと顔がひどくなっているかもしれません。膝ももっと悪くなっているかもしれません。だまされないように。しかし、古い皆さんはもう死んでいません。「千の風になって」という歌に、「そこにいても、そこに私はいません」という歌詞があるでしょう。皆さんの古い皆さんはいません。過去に親から虐待された。レイプされた。無視された。差別を受けていた。それで傷だらけで、その悩みのゆえに人生がぐちゃぐちゃになっていた人間はもう存在しません。イエスの復活によってその人は死んで新しい神の子ども、美しい神の子どもが新しく生まれただけです。小さな子どもでも年を取っている年輩の方でも、関係ありません。お互いが意見においてあまりにも比較してどうのこうのということは止めてください。神によって、イエス・キリストの血潮によって、新しくつくり変えられました。どれほどなのでしょうか。
それで過去の皆さんの弱さなどに捕らわれないでください。だから、イエスの復活の前で私たちはこのように真心から告白するようになります。私は幸いです。今、どんな問題、悩み事があろうが、それにだまされないでください。そのようなこと一切関係なく、私は幸いなものです。その告白ができるのが、イエスの復活なのです。忘れないようにしてください。このメッセージを握って勝利してください。
最後の一つです。イエス様が復活なさったというのは、そのとき以来、地球が終わるまで本格的な救霊の時代がスタートしたというサインです。これはどういう意味なのでしょうか。イエス様が復活なさるまでは、歴史すべてがイスラエルを中心にしてカナンが中心でした。なぜかというと、そこにキリストが来られなければいけないからです。しかし、その歴史は終わりました。イエスが復活なさってからは、エルサレムから地の果てにまで本格的に魂の救いの働きが展開される時代が始まったのです。そのサインです。イエスの復活というのは、今の時代、これからの時代は、何がメインなのかというと、よみがえられましたイエス・キリストが本格的に世界の福音化をなされ、そして、救霊の働きを本格的になさっていらっしゃる時代です。その時代が始まりました。そのサインを見ないといけません。その時代を私たちは生きているのではないでしょうか。その本格的な救霊の時代を生きていながらも、自分が生きる時代がどういう時代なのか分かっていないと中々、成功は訪れてきません。マタイ24:14には、飢饉、災難、戦争が終わらないでしょう。でも終わりではない。この福音がすべての民族には、全世界に宣べ伝えられてからこの世の終わりが来るとパウロも言いました。Ⅱコリント6:2には、いまや恵みの時、いまや救いの日だと言います。今日の一日がそういう日です。今週1週間が、今年1年が、皆さんの残りの生涯が、次の世代、地球の終わりまで恵みの時、救いの日なのです。ですから、ローマ10:13で言われているように、今の時代は律法や羊を殺したり割礼を受けたりすることと一切関係なく、本格的に誰でも主の御名を呼ぶ者は救われる時代なのです。神様はそのような時代を開いて始められました。イエスの復活をスタートにして。だから、歴史を見る目を持っていないといけません。皆さんの仕事も勉強も結婚も健康も財産も全部、これに絡んでいるのです。
復活以降、本格的な救霊の時代だったので、今の私たちにまでこの救いの恵みが届いているのではないでしょうか。特に、この救霊の時代、神様はこのような方法でなさいます。伝道の愚かな方法で。だから、伝道がメインなのです。それから、弱いものを用いて、強いものを辱める方法でなさいます。つまり、言い訳などは一切いりません。そういう時代です。ですから、イエスの復活をとおして、皆さんは人生のフォーカスを世界福音化と伝道に合わせるということが勝利です。イエスの復活はそのサインです。本当にイエスの復活を信じますか。そうならば皆さんの人生のフォーカスを、勉強するにも仕事するにも結婚するにも金儲けするのにもフォーカスを伝道に合わせることです。それがイエスの復活のメッセージです。この復活の意味を心に留めて、今週1週間、勝利していただきたいと思います。本当に復活を体験しないといけません。それは今メッセージしたように、イエスがキリストだという信仰告白を何があっても、どういう状況でも優先に告白する習慣を身につけるようにしましょう。それは動かぬ告白にならなければなりません。そうすると、その次についてくる告白が、私は新しく生まれ変わって、新しくつくり変えられた幸いな者なのだという告白です。ここを見失ってはいけません。絶対に。そうすることによって人生のフォーカスが何を食べるか何を飲むかではなくて、伝道にフォーカスが行くようになります。これがすべてです。時代がそのような時代なのです。伝道にフォーカスがなければこの時代と合いません。でも、そこにフォーカスが合っている人は、その人の実力とは関係なく、神様の奇跡を見るようになるでしょう。そこまでが復活のメッセージです。

結局、復活のメッセージの最後のポイントは何でしょうか。本当にイエスが復活なさったのであれば、皆さんひとりひとりは幸いなもので、人生のフォーカスをこれから伝道に合わせましょう。これが復活です。そして、そこまでできたのであれば、他には難しいことはありません。少しばかり講壇のメッセージを中心にして、神のみことばに耳を貸してください。神のみことばを少しばかり注意して耳を傾けるようにしてください。それだけでよいです。他には何も要求しないので。そうすると、皆さんが知らないうちに整えられて準備ができます。そうすると、復活の力を体験する日が来ます。必ず来ます。何をすればでしょうか。正しい信仰告白を優先にして、自分自身を見失わないことです。病気になるとすぐにまた見失います。問題が起きるとすぐにまた自分を見失うのです。復活の実である新しい自分を見失うのです。それさえしなければフォーカスが他のところではなく、伝道の方に行きます。そこまで正しく揃ったときに、神様のみことばに少しばかり気を配ってください。一生懸命とまで言いません。少しばかり神の言葉を具体的に、実際的に親しむようにしてください。それが準備です。そうすると、復活の力、救霊の時代だということを体験するようになります。神様が私をとおして救霊の働きをなさるのだということを必ず体験するようになります。それが復活の最高の体験です。そういうクリスチャンであることを祈りたいと思います。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日、イエス様の復活をひとりひとりが心から感謝し、賛美をささげ、また自分のものとして喜んでいることをありがとうございます。復活のメッセージを自分のものにして1週間も、また残りの生涯、イエスの証人として復活の力を体験しつつ、勝利の人生を歩むことができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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